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石木ダム推進のメッセージを掲げるラッピングバス

賛成派「水不足を抜本解消」
反対派「環境の危機に警鐘」

一丁『鱒鮎二㍗
、、、、
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川原地区の地権者や生き物を描いたラッピングパス

…遍至音寄与露

の会設立

「
真
心
こ
め
て
お
願
い

し
よ
う
石
木
ダ
ム
」
。
濃

紺
の
車
体
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
大
書
し
た
バ
ス
が
佐
世

保
市
を
走
る
。
広
告
ス
ポ

ン
サ
ー
は
、
経
済
団
体
な

ど
で
つ
く
る
「
石
木
ダ
ム

建
設
促
進
佐
世
保
市
民
の

会
」
　
（
嬉
野
憲
二
会
長
）

だ
。
1
9
9
2
年
か
ら
市

営
バ
ス
、
9
3
年
に
は
西
肥

バ
ス
を
加
え
計
2
台
の

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
が
市
内

を
巡
り
、
ダ
ム
賛
成
の
民

事
業
採
択
さ
れ
て
4
0
年
。

「
治
水
は
河
川
改
修
で
す

む
」
「
水
は
足
り
て
い
る
」

と
す
る
地
権
者
が
反
対
し

て
き
た
。
買
収
が
必
要
な

約
8
0
万
平
方
㍍
の
う
ち
、

約
1
5
万
平
方
㍍
が
未
買
収

の
ま
ま
本
体
工
事
の
着
工

に
至
っ
て
い
な
い
。

嬉
野
会
長
は
9
4
年
8
月

か
ら
翌
年
4
月
ま
で
の
渇

水
で
実
施
さ
れ
た
2
6
4

日
間
の
給
水
制
限
を
引
き

合
い
に
「
佐
世
保
市
の
水

不
足
を
抜
本
的
に
解
消
す

る
に
は
石
木
ダ
ム
建
設
し

か
な
い
」
と
主
張
。
人
口

減
対
策
に
苦
慮
す
る
市
は

「
企
業
誘
致
に
も
水
は
必

意
形
成
を
図
っ

て
き
た
。

佐
世
保
市
中

心
部
か
ら
約
2
0

㌔
戯
れ
籠
川
棚

町
川
原
地
区

で
、
町
の
治
水

と
市
へ
の
給
水

を
目
的
に
石
木

川
を
せ
き
止
め

る
石
木
ダ
ム
が

要
」
と
ダ
ム
推
進
を
崩
さ

な
い
。
2
0
1
4
年
度
の

バ
ス
広
告
費
は
約
7
3
万

円
。
賄
う
た
め
、
市
は
「
市

民
の
会
」
に
水
道
水
源
開

発
推
進
事
業
と
し
て
7
8
万

円
を
助
成
し
た
。
学
生
時

代
か
ら
バ
ス
を
利
用
す
る

3
0
代
女
性
は
「
水
不
足
に

な
っ
た
ら
困
る
か
ら
ダ
ム

は
必
要
」
と
話
し
て
い
た
。

「
水
は
足
り
て
い
ま
す

ダ
ム
は
ほ
ん
と
う
に
必

要
か
皆
で
考
え
ま
し
ょ

う
」
。
地
権
者
の
気
持
ち

を
代
弁
す
る
新
た
な
ラ
ッ

ピ
ン
グ
バ
ス
が
5
月
に
登

場
し
た
。
石
木
川
の
川
魚

を
あ
し
ら
っ
た
水
色
の
車

体
に
は
似
顔
絵
も
。
地
権

者
と
同
居
す
る
孫
の
石
丸

穂
澄
さ
ん
（
3
2
）
が
「
多
く

の
人
に
石
木
ダ
ム
の
問
題

を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
作

画
を
担
当
し
た
。
路
線
バ

ス
と
し
て
来
年
4
月
ま
で

佐
世
保
市
と
川
棚
町
を
走

る
。
市
中
心
部
の
バ
ス
停

で
6
0
代
女
性
が
「
人
口
も

減
っ
て
い
る
し
、
水
が
足

プロ

権
者
の
1
3
世
帯
約
6
0
人
が

米
や
野
菜
を
分
盟
ロ
っ
て

大
家
族
の
よ
う
に
嘗
ら
し

て
雛
訪
蟹
井

隆
行
支
社
長
（
4
7
）
は
「
日

本
が
ど
こ
弁
に
置
き
忘
れ

て
き
た
風

が
残
る
絶
紺
と
人
々
の
絆

危
惧
集
落
。

こ
の
場
所
を
住
民
か
ら
奪

っ
て
ま
で
ザ
ム
が
必
要
だ

と
は
思
え

を
続
け
る

賛
成
と

ン
グ
バ
ス

カ
月
。
桧

鶉鰯 い
」
と
支
援

えだ。
対
の
ラ
ッ
ピ

並
走
し
て
4

代
表
は
「
石

木
ダ
ム
に
す
い
て
よ
く
知

り
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
ダ

ム
は
必
要
な
い
」
と
共
感

し
て
い
た
。

西
肥
バ
ス
と
契
約
し
た

の
は
、
市
民
団
体
「
石
木

川
ま
も
り
隊
」
　
（
松
本
美

智
恵
代
表
）
だ
。
米
ア
ウ

ト
ド
ア
衣
料
品
メ
ー
カ
ー

「
パ
タ
ゴ
ニ
ア
」
日
本
支

社
（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）

か
ら
約
1
5
0
万
円
の
助

成
を
受
け
て
実
現
し
た
。

パ
タ
ゴ
ニ
ア
は
「
環
境

危
機
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
解

決
に
向
け
て
実
行
す
る
」

の
社
是
か
ら
支
援
に
乗
り

出
し
た
。
初
夏
に
ゲ
ン
ジ

ボ
タ
ル
が
乱
舞
す
る
石
木

川
流
域
。
県
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク
指
定
の
絶
滅
危

惧
種
、
カ
ワ
ガ
ラ
ス
や
ヤ

マ
ト
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
、
カ

ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
も

生
息
す
る
。
何
よ
り
、
地

ら
な

ヽ
■
0

、レY

鮎
闘
絹
駅
路

ら
れ
る
事
業
な
の
で
、
関

心
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と

願
っ
て
い
常ナ

◇

県
と
佐
世
保
市
が
2
2
年

度
の
完
成
を
目
指
す
石
木

ダ
ム
。
県
掛
川
廉
地
区
に

残
る
1
3
世
帯
の
宅
地
や
田

畑
の
強
制
収
用
に
着
手

し
、
緊
張
が
高
ま
っ
て
い

る
。
現
地
か
ら
報
告
す
る
。

る
場
に
し
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
ん
だ
。

患
者
会
は
か
つ
て
県
北

部
を
中
心
に
あ
っ
た
が
、

高
齢
化
な
ど
で
活
動
を
休

止
。
自
身
も
患
者
で
あ
る

高
島
会
長
が
新
た
な
阻
織

長
崎
市
で
英
語
教
室
を
開
い
て
い
る
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
出
身
の
ジ
ョ
ン
・
デ
イ
ビ
ス
さ
ん

（
4
3
）
の
趣
味
は
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
と
海
の
生
き
物
の
写
真
を
撮
る
こ
と
。
5
年
前
か
ら
長
崎
に
住
む
ジ
ョ

ン
さ
ん
が
、
長
崎
市
香
焼
町
の
辰
ノ
ロ
で
潜
っ
て
撮
っ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、
お
気
に
入
り
の
写
真

を
ジ
ョ
ン
さ
ん
の
解
説
と
共
に
宿
介
し
ま
す
。
（
こ
の
企
画
は
竹
内
麻
子
が
担
当
し
ま
す
）

長
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友
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「
ダ
ム
建
設
あ
り
き
の

考
え
方
は
お
か
し
い
。
も

っ
と
地
元
の
声
に
耳
を
傾

け
る
べ
き
だ
」
。
石
木
ダ

ム
予
定
地
の
川
棚
町
川
原

地
区
で
、
地
権
者
の
岩
下

和
雄
さ
ん
（
6
8
）
は
一
方
的

に
事
業
を
進
め
る
県
の
姿

勢
に
怒
り
を
込
め
て
訴
え

た
。
相
手
は
、
ダ
ム
の
必

要
性
を
検
証
す
る
第
三
者

機
関
「
県
公
共
事
業
評
価

監
視
委
員
会
」
（
委
員
長
、

中
村
聖
三
・
長
崎
大
大
学

院
教
授
）
の
委
員
5
人
。

今
月
1
0
日
、
現
地
調
査
に

訪
れ
た
。

団
や
専
門
家
の
支
援
を
受

け
「
洪
水
対
策
は
よ
り
低

コ
ス
ト
の
河
川
改
修
で
す

む
」
　
「
ダ
ム
を
必
要
と
す

る
水
需
要
予
測
は
過
大
」

と
、
県
と
市
に
疑
問
を
突

き
っ
け
て
き
た
。

1
9
4
8
、
5
6
、
6
7
、

9
0
年
の
戦
後
4
回
、
比
較

的
大
き
な
洪
水
に
見
舞
わ

の
大
雨
」
が
降
る
と
、
流

下
能
力
を
上
回
る
毎
秒
1

4
0
0
立
方
㍍
が
押
し
寄

せ
、
氾
濫
の
恐
れ
が
あ
る

と
想
定
。
防
ぐ
た
め
に
、
山

道
橋
よ
り
上
流
で
川
棚
川

に
合
流
す
る
石
木
川
に
ダ

ム
を
建
設
し
、
本
流
に
流

れ
込
む
水
星
を
減
ら
す
と

い
う
の
が
県
の
治
水
計
画

だ
。
放
水
路
や
川
底
掘
削

な
ど
の
代
替
案
よ
り
、
コ

ス
ト
的
に
有
利
と
し
た
。

反
対
派
は
「
1
0
0
年

に
1
度
」
の
想
定
自
体
を

川
原
地
区
を
訪
れ
た
県
公
共
事
業
評
価
監
視
委
員
会
の
委
員

利
水
予
測
と
実
績
に
差

治
水
氾
濫
想
定
、
妥
当
か

現
地
調
査
を
踏
ま
え
、

県
公
共
事
業
評
価
監
視
委

員
会
は
2
4
日
、
事
業
の
継

続
は
認
め
る
が
「
住
民
の

理
解
を
得
て
進
め
る
べ
き

だ
」
と
す
る
意
見
書
を
ま

と
め
て
知
事
に
提
出
す
る

こ
と
を
決
め
た
。
そ
の
一

方
で
、
県
は
翌
2
5
日
、
県

収
用
委
員
会
が
明
け
渡
し

裁
決
を
出
し
た
地
権
者
の

農
地
約
5
5
0
0
平
方
㍍

に
つ
い
て
、
登
記
移
転
を

終
え
強
制
収
用
し
た
。

「
地
元
の
同
意
が
得
ら

れ
る
ま
で
ダ
ム
事
業
は
中

断
す
べ
き
だ
」
と
地
権
者

の
炭
谷
猛
さ
ん
（
6
4
）
は
憤

る
。
県
市
と
の
溝
が
深
ま

る
中
、
石
木
ダ
ム
対
策
弁

護
団
の
板
井
優
弁
護
士
は

め
、
裁
判
闘
争
の

殻
が
白
紙
に
戻
っ

川
ダ
ム
（
計
画
地

県
相
良
村
）
を
教
訓
に

型
公
共
事
業
を
や
る

ら
な
い
か
、
や
る
と

ど
う
す
る
の
か
は
行
政
で

な
く
住
民
が
決
め
る
と
い

う
ル
ー
ル
づ
く
り
が
重
要

だ
」
と
指
摘
す
る
。

川
辺
川
ダ
ム
が
計
画
さ

れ
た
球
磨
川
流
域
で
は
、

国
と
熊
本
県
、
市
町
村
が

ダ
ム
に
代
わ
る
治
水
に
向

け
、
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

石
木
ダ
ム
で
も
「
推
進
」

「
反
対
」
の
双
方
が
原
点

に
返
っ
て
、
話
し
合
い
の

テ
ー
ブ
ル
に
つ
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

島
原
市
制
開

夜
空
に
大
輪

島
原
市
の
晩
夏
の
風
物

詩
「
ガ
マ
ダ
ス
花
火
大
会
」

（
島
原
温
泉
観
光
協
会
主

催
）
が
2
7
日
夜
、
島
原
港

で
あ
り
、
多
く
の
市
民
ら

で
に
ぎ
わ
っ
た
。

ガ
マ
ダ
ス
登
頑
張
る
」

と
い
う

仙
。
潜

ら
の
旦

観
光
庶

て
1
〔

り
、
里

制
7
5
囲

川
原
地
区
の

石
木
川
を
せ
き

と
め
る
石
木
ダ

ム
は
、
本
流

で
大
村
湾
に
注

ぐ
川
棚
川
の
治

水
と
、
佐
世
保

市
の
上
水
道
向

け
の
利
水
の
両

面
か
ら
計
画
さ

れ
た
。
反
対
地

権
者
は
同
盟
を

括
成
し
、
石
木

ダ
ム
対
策
弁
護

れ
た
川
棚
川
。
護
岸
工
事

な
ど
河
川
改
修
が
進
み
、

あ
ふ
れ
る
こ
と
な
く
水
を

流
せ
る
能
力
（
流
下
能
力
）

は
基
準
地
の
山
道
橋
で
毎

秒
1
1
3
0
立
方
㍍
と
な

る
。
県
は
「
過
去
の
洪
水

時
と
同
じ
程
度
の
降
雨
状

況
な
ら
現
状
の
河
川
整
備

で
対
応
可
能
」
と
認
め
て

いる。た
だ
「
2
4
時
間
で
4
0

0
㍉
の
1
0
0
年
に
1
度

「
毎
秒
1
4
0
0
立
方
㍍

は
記
録
上
な
く
、
高
す
ぎ

る
」
　
（
石
木
ダ
ム
対
策
弁

護
団
）
と
批
判
。
コ
ス
ト

比
較
の
妥
当
性
も
疑
問
視

し
「
ダ
ム
よ
り
も
県
民
の

経
済
的
負
担
の
少
な
い
堤

防
の
か
さ
上
げ
な
ど
を
優

先
す
べ
き
だ
。
氾
濫
す
る

と
し
て
も
、
避
難
計
画
を

充
実
さ
せ
た
方
が
安
全

だ
」
と
指
摘
す
る
。

一
方
、
石
木
ダ
ム
の
必

要
性
を
利
水
面
か
ら
享
ス

る
佐
世
保
市
の
水
需
要
予

測
も
揺
れ
て
い
る
。
2
0

1
2
時
痘
以
降
、
実
績
値

と
の
乗
離
が
目
立
つ
か
ら

だ
。
予
測
で
は
、
1
日
の

最
大
給
水
量
は
1
3
年
度
の

8
万
1
0
0
7
立
方
㍍
か

ら
1
4
年
度
は
9
万
1
7
1

7
立
方
㍍
に
急
上
昇
す
る

と
し
た
。
と
こ
ろ
が
実
績

値
は
、
1
3
年
度
が
7
万
9

8
1
1
立
方
㍍
、
1
4
年
度

も
7
万
7
0
9
9
立
方
㍍

（
暫
定
値
）
と
下
回
っ
た
。

市
は
拡
大
す
る
水
需
要

を
賄
う
と
し
て
石
木
ダ
ム

建
設
を
推
進
し
て
き
た
。

だ
が
、
水
需
要
を
享
ス
る

人
口
そ
の
も
の
が
減
少
傾

向
に
あ
り
、
地
権
者
の
石

丸
勇
さ
ん
（
6
6
）
は
「
予
測

は
建
設
の
た
め
の
数
字
合

わ
せ
。
水
は
足
り
て
お
り
、

ダ
ム
は
税
金
の
無
駄
」
と

切
り
捨
て
る
。

実
行
委
発
足

出
身
中
学
校
で
活
動
を
説
一
過
去
2
番
目
に
多
い
1
6
万
W
　
集
会
に
は
高
校
生
約
3
0
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代執行に警鐘
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印　ツ店い簡
すト　をる　）
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青
々
と
し
た
棚
田
を
ト

ン
ボ
の
群
れ
が
横
切
っ
て

い
く
。
「
九
州
の
マ
ッ
タ

ー
ホ
ル
ン
」
と
た
た
え
ら

れ
る
虚
空
蔵
山
（
6
0
8

㍍
）
の
ふ
も
と
、
石
木
川

が
渓
谷
を
つ
く
る
川
棚
町

川
原
地
区
。
下
山
し
て
き

た
登
山
客
が
「
ま
さ
し
く

日
本
の
原
風
景
」
と
深
く

息
を
吸
い
込
ん
で
い
た
。

そ
う
感
嘆
さ
れ
る
里
山
が

石
木
ダ
ム
の
底
に
沈
む
危

機
に
あ
る
。

「
先
祖
代
々
受
け
継
い

だ
土
地
で
、
う
ま
い
米
を

育
て
て
き
た
。
一
方
的
に

奪
い
取
る
の
は
許
せ
な

い
。
て
こ
で
も
動
く
つ
も

り
は
な
い
」
と
石
丸
勇
さ

ん
（
6
6
）
は
憤
る
。
県
が
8

月
2
5
日
、
約
9
0
0
平
方

㍍
の
田
ん
ぼ
の
所
有
権
を

ダ
ム
用
地
と
し
て
国
に
移

し
た
か
ら
だ
。

棚
田
を
下
っ
た
集
落
に

は
ト
タ
ン
屋
根
の
監
視
小

屋
や
「
ほ
た
る
の
里
を
子

々
孫
々
に
残
そ
う
」
な
ど

と
書
か
れ
た
看
板
が
並

ぶ
。
1
9
6
2
年
に
県
が

現
地
調
査
を
始
め
て
半
世

紀
㍗
住
民
は
石
木
ダ
ム
に

翻
弄
さ
れ
て
き
た
。
か
つ

て
6
7
世
帯
が
暮
ら
し
て
い

た
が
、
5
4
世
帯
が
用
地
買

収
に
応
じ
て
離
れ
た
。
残

「
古
里
に
住
み
続
け
た
い
」

点
々
と
墓
が
残
る
集
落
の
墓
地
を
掃
き
清
め
る
中
川
さ
ん

る
1
3
世
帯
約
6
0
人
が
一
つ

の
大
家
族
の
よ
う
に
集
落

を
守
っ
て
い
る
。

集
落
を
出
る
際
は
墓
も

移
す
。
墓
地
に
は
点
々
と

1
0
世
帯
ほ
ど
の
墓
が
残
る

だ
け
に
。
盆
入
り
の
1
週

間
前
、
墓
地
へ
続
く
山
道

の
雑
草
を
み
ん
な
で
刈
っ

て
清
め
た
。
地
権
者
の
中

川
賢
助
さ
ん
（
6
7
）
は
「
筈

は
も
っ
と
大
勢
で
作
業
し

た
も
の
だ
。
今
は
集
落
を

出
て
行
っ
た
人
と
出
会
っ

て
も
へ
話
も
し
な
い
」
と

や
り
き
れ
な
い
思
い
を
語

る。
付
け
替
え
県
道
を
含
む

ダ
ム
の
買
収
用
地
は
約
8
0

万
平
方
㍍
。
約
2
0
％
の
1
5

万
平
方
㍍
が
未
買
収
で
、

県
は
2
0
2
2
年
度
完
成

を
目
指
し
て
強
制
収
用
に

乗
り
出
し
た
。
県
収
用
委

員
会
の
裁
決
に
基
づ
き
、

実
り
を
迎
え
る
1
0
月
3
0
日

に
、
石
丸
さ
ん
ら
3
世
帯

の
田
ん
ぼ
計
約
5
2
0
0

平
方
㍍
の
明
け
渡
し
期
限

が
く
る
。

．
「
権
力
を
利
用
し
た
圧

政
そ
の
も
の
。
当
初
か
ら

県
は
立
ち
退
き
を
お
願
い

す
る
側
な
の
に
、
話
も
聞

か
ず
に
理
不
尽
な
仕
打
ち

だ
」
。
川
棚
町
の
塙
刷
、

た
と
振
り
返
り
「
今
あ
ん

な
こ
と
を
す
れ
ば
、
ま
す

ま
す
政
治
か
ら
人
心
は
離

れ
る
」
と
、
実
力
行
使
の
行

政
代
執
行
を
危
倶
す
る
。

県
は
ダ
ム
本
体
の
着
工

に
向
け
、
県
道
の
付
け
替

え
工
事
を
進
め
て
い
る
。

反
対
派
は
大
型
重
機
の
搬

入
阻
止
を
「
天
王
山
」
と

位
置
づ
け
、
工
事
現
場
入

り
口
そ
渦
堪
町
け
小
確
設

営
。
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

「
ダ
ム
建
設
を
白
紙
撒
回

せ
よ
」
な
ど
と
大
書
し
た

濃
さ
隼
イ
票

福
浄
寺
彊
干
昭
讃
住
横
断
幕
を
張
り
「
私
た
ち

職
（
6
3
）
は
層
家
の
地
権
者

に
寄
り
添
っ
て
き
た
。
「
移

転
や
残
留
を
巡
り
、
集
落

の
人
間
関
係
は
ダ
ム
の
せ

い
で
破
壊
さ
れ
た
。
地
権

者
の
怒
り
の
奥
底
に
は
、

悲
し
み
が
あ
る
」
と
嘆
息

する。1
9
8
2
年
5
月
の
強

制
測
量
に
は
県
警
機
動
隊

が
投
入
さ
れ
「
念
仏
を
唱

え
て
座
り
込
ん
で
い
る
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
ゴ
ボ

ウ
抜
き
に
さ
れ
た
」
。
地

権
者
は
子
供
に
学
校
を
休

ま
せ
、
家
族
総
出
で
阻
止

行
動
に
臨
ん
だ
。
深
革
住

職
も
力
ず
く
で
排
除
さ
れ

は
古
里
に
住
み
続
け
た
い

だ
け
だ
。
ゲ
ー
ト
に
横
た

わ
っ
て
で
も
搬
入
を
食
い

止
め
る
」
と
覚
悟
を
固
め

て
い
る
。

◇

　

◇

世
論
喚
起
に
向
け
て
4

月
6
日
、
地
権
者
ら
は
東

京
の
日
本
外
国
特
派
員
協

会
で
「
人
権
無
視
の
ダ
ム

事
業
だ
」
と
訴
え
た
。
6

月
に
は
ド
イ
ツ
と
ス
イ
ス

の
記
者
2
人
が
取
材
に
来

訪
し
た
。
石
木
ダ
ム
間
題

へ
の
関
心
は
国
内
外
に
広

が
り
を
み
せ
て
い
る
。

（
こ
の
連
載
は
梅
田
啓
柘

が
担
当
し
ま
し
た
）

蔓

J

J

㌧

J

J

．

り

‘

り

ノ

バ

″

1

．

㌔

菖

ク
ス
ノ
キ
が
あ
る
同
市
坂

本
2
の
山
王
神
社
も
参
拝

㌻
サ
a
一
ノ
ア
ン
W
Y
訓
川
一
己
巳
乍
つ

笑
顔
で
パ
レ
ー
ド
す
る
佐
世
保
西
高

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
選
手
ら

島
原
市
の
富
原
温
泉
観

光
協
宅
、
漁
恍
客
ら
に

甘
味
処
や
清
水
ポ
イ
ン

ト
を
巡
っ
て
も
ら
う
街
歩

月
齢
慧
錮
鋸

し
て
い
る
。
訂
企
画
。
市

役
所
近
く
の
葡
光
案
内
所

「
観
光
ガ
イ
ド
大
手
門
番
」

（
同
市
今
川
町
）
で
チ
ケ

ッ
ト
を
販
売
も
て
い
る
。

チ
ケ
ッ
ト
ぽ
1
セ
ッ
ト

8
0
0
円
。
地
元
の
名
物

「
寒
ざ
ら
L
L
1
杯
が
食

べ
ら
れ
る
他
、
菓
子
店
や

喫
茶
店
、
ホ
テ
ル
な
ど
で

カ
ス
テ
ラ
や
プ
リ
ン
、
水

ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
3
品
を

購
入
で
き
る
。
寒
ざ
ら
し

は
1
5
店
、
菓
子
は
2
3
店
で

提
供
し
て
い
る
。

ま
た
、
散
訂
中
に
市
内


	長崎県版・川原のいま㊤
	長崎県版・川原のいま㊥㊦

